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日
本
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近
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オ
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究
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客
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学
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研
究
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鈴

村

裕

輔

一
　
は
じ
め
に

去
る
二
〇
〇
九
年
八
月
一
四
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
東
部
の
都
市
ダ
ニ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
日
本
の
近

代
性
に
関
す
る
オ
タ
ゴ
会
議
（O

tago
C

onference
on

Japanese
M

odernism

、
以
下
、
オ
タ
ゴ
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
も
報

告
者
の
一
人
と
し
て
参
加
し
、“T

he
first

professionalbaseballteam
in

Japan
and

T
aisho

m
odernism

”

と
題
す
る
発
表
を
行
な

っ
た
。

本
報
は
、
オ
タ
ゴ
会
議
の
様
子
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

日本の近代性に関するオタゴ会議

四
九
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二
　
ダ
ニ
ー
デ
ン
と
オ
タ
ゴ
大
学
の
概
要

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
東
部
に
位
置
す
る
ダ
ニ
ー
デ
ン
は
、
一
八
四
八
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
教
会
の
移
民
に
よ
っ
て
本
格
的

な
開
拓
が
始
ま
っ
た
都
市
で
あ
る
。
ダ
ニ
ー
デ
ン
（D

unedin

）
と
い
う
名
称
は
ゲ
ー
ル
語
で
エ
ジ
ン
バ
ラ
を
表
すD

uneideann

に
由

来
し
て
お
り
（
１
）

、
し
ば
し
ば
「
南
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
」「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
以
外
で
最
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ら
し
い
都
市
」
と
い
う
名
が
冠
せ

ら
れ
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
移
民
が
入
植
後
に
初
め
て
築
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
派
教
会
の
フ
ァ
ー
ス
ト
教
会
や
、

一
八
七
六
年
に
完
成
し
た
ノ
ッ
ク
ス
教
会
、
さ
ら
に
市
の
中
心
部
を
形
成
す
る
八
角
形
の
広
場
オ
ク
タ
ゴ
ン
（O

ctagon

）
に
隣
接
し
た

市
会
議
事
堂
、
市
庁
舎
、
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
教
会
、
あ
る
い
は
オ
ク
タ
ゴ
ン
か
ら
東
に
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
地
点
に
建
つ
ダ
ニ
ー
デ
ン
鉄
道

駅
な
ど
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
風
な
い
し
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
様
式
の
建
造
物
が
市
街
の
随
所
に
現
存
し
て
い
る
。

ダ
ニ
ー
デ
ン
の
人
口
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
時
点
で
約
一
二
万
人
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
五
番
目
の
規
模
で
あ
る
（
２
）

。
一
九
世

紀
後
半
に
は
金
採
掘
の
最
前
線
と
し
て
活
況
を
呈
し
た
が
、
現
在
は
文
教
、
学
術
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ダ
ニ
ー
デ
ン
を
代

表
す
る
教
育
機
関
の
ひ
と
つ
が
、
オ
ク
タ
ゴ
ン
か
ら
北
に
向
か
っ
て
徒
歩
約
二
〇
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
オ
タ
ゴ
大
学
（U

niversity
of

O
tago

）
で
あ
る
。

オ
タ
ゴ
大
学
は
一
八
六
九
年
に
開
設
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
古
の
大
学
で
あ
り
、
経
済
学
、
健
康
科
学
、
人
文
学
、
科
学
の
四

部
門
を
も
ち
、
各
部
門
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
学
部
、
学
科
を
擁
し
て
い
る
。
日
本
語
学
科
に
は
古
典
文
学
や
近
代
以
降
の
文
学
の
他
、
映

像
、
大
衆
文
化
、
経
済
な
ど
の
講
座
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
東
京
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
弘
前
大
学
、
小
樽
商

国際日本学論叢

五
〇
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科
大
学
、
立
正
大
学
、
文
京
女
子
大
学
と
の
間
で
交
換
留
学
の
協
定
が
結
ば
れ
、
相
互
に
留
学
生
の
派
遣
が
行
わ
れ
て
い
る
。

三
　
オ
タ
ゴ
会
議
の
概
要

O
tago

C
onference

on
Japanese

M
odernism

と
い
う
名
前
が
示
す
よ
う
に
、
オ
タ
ゴ
会
議
で
は
、
日
本
の
近
代
性
や
近
代
主
義
に

含
ま
れ
る
様
々
な
現
象
を
題
材
と
す
る
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
会
期
中
の
参
加
者
は
延
べ
約
一
五
〇
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
オ
タ
ゴ
会
議

の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
日
本
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
（N

ew
Zealand

Japan
E

xchange
Program

m
e

）、
オ
タ
ゴ

大
学
人
文
学
部
門
言
語
文
化
学
部
、
そ
し
て
オ
タ
ゴ
大
学
か
ら
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。

オ
タ
ゴ
会
議
は
八
月
一
四
日
か
ら
一
六
日
ま
で
行
わ
れ
、
初
日
に
は
聖
デ
ビ
ッ
ド
講
堂
のStD

avid
St550

で
会
頭
講
演
と
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。

主
催
者
は
、
オ
ダ
ゴ
大
学
人
文
学
部
門
言
語
文
化
学
部
日
本
語
学
科
で
、
本
会
場
と
し
て
聖
デ
ビ
ッ
ド
講
堂
（St.

D
avid

Lecture

T
heatre

）
内
のStD

avid
St550

が
、
副
会
場
と
し
て
同
じ
く
講
堂
内
のStD

avid
1

が
利
用
さ
れ
た
。

ま
ず
、
会
頭
を
務
め
る
オ
タ
ゴ
大
学
人
文
学
部
門
言
語
文
化
学
部
日
本
語
学
科
の
ロ
イ
・
ス
タ
ー
ズ
（R

oy
Starrs

）
准
教
授
に
よ
る

会
頭
講
演“Japanese

M
odernism

R
econsidered ”

が
行
わ
れ
、
基
調
講
演
は
リ
ー
ズ
大
学
現
代
言
語
文
化
学
部
長
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
（M

ark
W

illiam
s

）
教
授
が“(R

e)constituting
the

H
istoricalT

raum
a

ofthe
W

ar
in

E
astA

sia:A
Literary

R
esponse

to
the

‘O
vercom

ing
M

odernity ’
Sym

posium
”

と
題
し
て
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
、「
日
本
の
近
代
性
」「
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
が
、

西
洋
の
模
倣
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
独
自
の
現
象
か
を
問
う
と
と
も
に
、m

odernism

と
い
う
概
念
が
単
に
文
学
や
文
化
の
領

日本の近代性に関するオタゴ会議

五
一
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域
に
留
ま
ら
な
い
、
多
様
な
位
相
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
時
三
〇
分
か
ら

は
オ
タ
ゴ
大
学
に
隣
接
す
る
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
に
お
い
て
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
参
加

者
が
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
交
流
し
た
。

各
部
門
で
の
発
表
は
、
二
日
目
と
三
日
目
に
行
わ
れ
た
。「
視
覚
芸
術
に
お
け
る
近
代
性
」、「
音

楽
、
劇
場
、
上
演
に
お
け
る
近
代
性
」、「
文
学
の
近
代
性
（
一
）」、「
文
学
の
近
代
性
（
二
）」、「
音

楽
と
美
術
に
お
け
る
近
代
性
」、「
近
代
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」、「
近
代
の
都
市
に
お
け
る
日
常
生
活
」、

「
宗
教
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
近
代
性
」
の
八
部
門
が
設
け
ら
れ
、
計
二
四
題
が
発
表
さ
れ
た

（T
able

1

）。
会
場
は
、
第
一
、
第
二
部
門
が
聖
デ
ビ
ッ
ド
講
堂
のSt

D
avid

1

で
あ
り
、
第
三
部
門

以
降
がStD

avid
St550

で
あ
っ
た
。

発
表
者
の
所
属
機
関
を
地
域
別
に
み
る
と
、
そ
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
九
名
、
開
催
国
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
六
名
、
日
本
が
五
名
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
が
四
名
で
あ
っ
た
（T

able
2

）。

両
日
と
も
、
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
一
一
時
ま
で
と
一
五
時
か
ら
一
五
時
三
〇
分
ま
で
休
憩
時
間
が

設
け
ら
れ
、
一
二
時
三
〇
分
か
ら
一
三
時
三
〇
分
ま
で
の
昼
食
時
間
と
と
も
に
、
発
表
者
相
互
の
交

流
や
、
発
表
内
容
や
学
界
の
最
新
の
動
向
に
対
す
る
活
発
な
議
論
の
場
と
な
っ
て
い
た
（T

able
3

）。

昼
食
時
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
尺
八
奏
者
中
島
蓉
盟
氏
に
よ
る
尺
八
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

参
加
者
ば
か
り
で
な
く
、
構
内
を
往
来
す
る
学
生
や
教
職
員
も
し
ば
し
立
ち
止
ま
り
、
そ
の
音
色
に

国際日本学論叢

五
四

Time Schedule

9:00-10:30 Presentation

10:30-11:00 Coffee Break

11:00-12:30 Presentation

12:30-13:30 Luncheon

13:30-15:00 Presentation

15:00-15:30 Coffee Break

15:30-17:00 Presentation

Country Number of Speakers

Australia 9

Japan 5

New Zealand 6

USA 4

Total 24

Table 2 Regional Breakdown of SpeakersTable 3 Timetable of Conference
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耳
を
傾
け
る
光
景
が
散
見
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
日
目
に
は
一
七
時
三
五
分
よ
り
、
大
学
構
内
の
ス
タ
ッ
フ
・
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
夕
食
会
が
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
、
発
表
者

と
オ
タ
ゴ
会
議
の
傍
聴
者
を
合
わ
せ
て
約
三
〇
名
で
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
三
時
間
に
わ
た
っ
て
相
互
の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。
途

中
、
会
場
の
外
で
学
生
が
バ
グ
パ
イ
プ
の
練
習
を
す
る
音
が
聞
こ
え
た
が
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
以
外
で
最
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ら
し
い

都
市
」
と
呼
ば
れ
る
ダ
ニ
ー
デ
ン
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
、
予
期
せ
ぬ
余
興
と
な
っ
て
い
た
。

四
　
オ
タ
ゴ
会
議
に
参
加
し
て
の
所
感

オ
タ
ゴ
会
議
の
最
大
の
特
徴
は
、
参
加
者
と
発
表
者
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会

の
よ
う
な
大
き
な
日
本
研
究
の
学
会
に
比
べ
れ
ば
、
オ
タ
ゴ
会
議
の
規
模
は
小
さ
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、

か
え
っ
て
参
加
者
が
「
日
本
の
近
代
性
」
や
「
日
本
の
近
代
化
」
と
い
う
点
に
的
を
絞
っ
て
な
さ
れ
た
発
表
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
耳
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
自
ら
の
見
聞
を
広
げ
る
機
会
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
発
表
者
が
、「
日
本
の
近

代
性
」
や
「
日
本
の
近
代
化
」
を
主
題
と
し
、
文
学
、
歴
史
、
社
会
、
経
済
、
文
化
と
い
っ
た
諸
分
野
か
ら
こ
の
主
題
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、
発
表
の
間
に
巧
ま
ざ
る
関
連
性
が
生
ず
る
場
面
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
特
化
さ
れ
た
主
題
に
基
づ
く
学
会
の
特

色
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
相
互
作
用
を
も
視
野
に
入
れ
た
ス
タ
ー
ズ
会
頭
の
手
腕
の
成
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
会
期
初
日
に
行
わ
れ
た
ス
タ
ー
ズ
会
頭
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
教
授
の
講
演
が
、m

odernism

と
い
う
概
念
の
も
つ
多
様
性
と

多
義
性
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
が
多
か
れ
少
な
か
れ
「
そ
も
そ
も
近
代
性
、
近
代
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」

日本の近代性に関するオタゴ会議

五
五
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と
い
う
根
本
的
な
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
発
表
し
、
あ
る
い
は
傍
聴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
見
す
る
と
当
然
の
態
度
か
も
し

れ
な
い
が
、
公
知
と
思
わ
れ
る
概
念
や
術
語
で
あ
っ
て
も
、
根
本
を
問
い
直
せ
ば
そ
れ
に
対
す
る
認
識
が
実
は
一
知
半
解
の
域
を
出
て
い

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
不
可
欠
な
過
程
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
ス
タ
ー
ズ
会
頭
と
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
教
授
の
講
演
は
、
単
な
る
記
念
講
演
と
い
う
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
重
要
な
意
味
と
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
研
究
を
活
発
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
各
国
の
日
本
研
究
の
基
盤
を
整
え
、
研
究
成
果
を
世
に
問
う

と
と
も
に
、
日
本
国
内
に
お
け
る
日
本
研
究
の
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
オ
タ
ゴ
会
議
に
、
日
本
の
み
な
ら

ず
各
地
の
研
究
者
が
集
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
今
後
の
各
国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
促
進
に
、
少
な
か
ら
ぬ
寄
与
を
な
し
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
参
加
者
が
互
い
に
交
流
し
、
率
直
な
意
見
の
交
換
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
オ
タ
ゴ
会
議
と
い
う
場
が

も
つ
価
値
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

五
　
お
わ
り
に

オ
タ
ゴ
会
議
が
無
事
に
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
会
議
の
準
備
段
階
か
ら
会
議
終
了
後
に
至
る
ま
で
発
表
者
に
向
け
ら
れ
た
、

ロ
イ
･
ス
タ
ー
ズ
会
頭
の
献
身
的
な
支
援
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
学
会
の
主
催
者
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
の
任
に
当
た
る
の
は
当
然
の
こ

と
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
三
日
間
の
会
期
中
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
快
適
な
環
境
を
享
受
で
き
た
の
は
、
会
議
の
企
画
、

立
案
に
始
ま
り
、
発
表
の
募
集
や
採
否
の
決
定
、
発
表
者
の
区
分
け
と
排
列
、
さ
ら
に
は
歓
迎
会
と
夕
食
会
の
手
配
に
至
る
ま
で
を
調
整

し
た
ス
タ
ー
ズ
会
頭
が
い
れ
ば
こ
そ
と
い
う
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ど
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
て
も
過
剰
と
い
う
こ
と
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は
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
な
り
と
は
い
え
、
充
実
の
度
合
い
で
は
他
の
大
規
模
な
学
会
に
も
劣
ら
な
い
今
回
の
オ
タ
ゴ
会
議
の
成
果
が
今
後
の
日
本
研
究
の
さ

ら
な
る
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
本
報
告
を
終
え
た
い
。
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